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１ 事業者の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等
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事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）   第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 佐川急便株式会社

市 内 代 表 事 業 所 の 名 称 仙台営業所

市 内 代 表 事 業所 の所 在地 宮城県仙台市宮城野区扇町7-5-33

主 た る 事 業 道路貨物運送業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者

条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

条例第15条第1項に該当する一般事業者

目標排出量 4,051 目標原単位 0.51497

削減率 3.00 削減率

排出量等の
増減理由

温 室 効 果 ガ ス
排 出 抑 制 の
た め の 基 本 方 針

・車両からの排出削減
・施設からの排出削減
・森林資源の活用による排出削減および吸収
・脱炭素社会に資する削減施策

基準年度 基準排出量 4,176 基準原単位 0.5309

温 室 効 果 ガ ス の
削 減 目 標 目標年度 年度2025

非化石エネルギー自動車割合

排出原単位 0.542

削減率 4.90 削減率

排出原単位 0.5405

非化石エネルギー自動車割合

非化石エネルギー自動車割合

第１年度

排出量等の
増減理由

基準年度及び第1年度と比較して、燃料使用量の減少により総排出量は
削減できたが、走行距離当たりの原単位では第1年度とほぼ同じ結果と
なった。引き続き新型車両の導入やエコドライブを推進し、燃費向上に
よる排出量削減を目指す。

排出量 排出原単位

削減率 削減率

温 室 効 果 ガ ス の
排 出 状 況

排出量

非化石エネルギー自動車割合

第２年度

第３年度

2023 年度

2024 年度

2025 年度

排出量等の
増減理由

基準年度と比較して、車両台数の減少に伴い総排出量は削減できたが、
走行距離当たりの原単位ではやや増加する結果となった。引き続き新型
車両の導入やエコドライブを推進し、燃費向上による排出量削減を目指
す。

排出量 3,971

4,102

削減率 1.77 削減率

（運送事業者用）
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３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組
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実施済

目標年度

基 本 対 策 の 実 施 状 況

基準年度

第１年度
実施状況の

説明等
基準年度より継続して基本対策を実施した。
今後も継続して環境対策に取り組む。

第２年度
実施状況の

説明等
第１年度より継続して基本対策を実施した。
今後も継続して環境対策に取り組む。

第３年度
実施状況の

説明等

実施済

モーダルシフトの推進 実施済

そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

その他地球温暖化を防止す
る対策の実施

交通状況に応じた定速走行の実施 実施済

選 択 対 策 の 実 施 状 況

項目 実施状況

エコドライブの管理 実施済

燃費向上のための装置等の計画的導入 実施済

維持管理に関する教育 実施済

環境性能の良い車両の計画的導入

廃棄物削減対策の実施 車両のリサイクル 実施済

効率的な自動車運用のためのシステム導入

その他地球温暖化を防止す
る対策の実施

駐車時はキー抜き、エンジン停止の実施 実施済

グリーン調達の実施 エコユニフォームの採用 実施済

（運送事業者用）


